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1.発生実態 大豆畑の帰化アサガオ類発生確認地域

「麦及び大豆生産における雑草の発生・被害の実態調査について」
平成２５年４月農林水産省生産局 農林水産省HPより

2012年調査

転換畑 畑



大豆畑を覆う帰化アサガオ類



大豆畑を覆う帰化アサガオ類



大豆畦畔で繁茂するマルバルコウ

圃場の中は
帰化アサガオ類のみ

（それ以外の雑草は良く防除）



水田畦畔で繁茂するマルバルコウ



圃場周辺のマルバルコウ（大豆生育期） 圃場周辺のホシアサガオ（水稲収穫後）



水路フェンスに絡みつくマルバルコウ



• 大豆につるが巻き付いて取れない。

⇒手取りができない 「普通の雑草と違う」

⇒枯れるまで待つと種子が生産される

• 種子が硬実で休眠性を持つ。

⇒水稲と輪作しても出てくる

• 慣行の除草剤や防除法では防除できない。

• つるが伸びると急激に生育する。

• 花がきれい。

➡情報不足で「強害草」という認識が無かった

2.生態特性 防除困難な帰化アサガオ類



①防除時期

2～3週間ごとに、

大豆が畦間を覆うと見込まれるま

で、防除を続ける

②防除方法（総合防除）

1.土壌処理剤

2.ベンタゾン液剤（大豆バサグラン）

（大豆2葉期以降）

3.中耕培土

4.グルホシネート液剤

（畦間株間処理）

必要に応じて複数回

現在取りうる技術を最適化

3.大豆畑における総合防除



①防除時期 ②防除方法
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ダイズ２葉期の防除は必須

ベンタゾンが使用できる
早限はダイズが2葉期、

防除効果があるのは「マ
ルバルコウ」が3葉期。

時期（有効積算温度）は
ほぼ同じ。

➡ベンタゾンによる防除
可能期間は非常に狭く、
防除困難
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人工気象室でのいろいろな気温
による試験

ダイズと帰化アサガオ類の生育の比較

⇒圃場への侵入防止
が重要



大豆畑で帰化アサガオ類がまん延した場合の
防除コスト

コストと労力がかかる
効率的な防除手段がない
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畦畔*

1.土壌処理剤

2.ベンタゾン液剤

3.中耕培土

4.グルホシネート液剤

*畦畔をグルホシネート
剤で3回防除した場合

の除草剤購入費は、
10aの圃場の畦畔率を
6%とすると数百円。

⇒圃場への侵入防止
が重要


